
◎総論の中に「新課程の趣旨を忘れず」とあり、まさにその
通りだと感じました。現場ではとかく進度が遅れている
とか、理解・定着がなかなか進まない、指導内容が多いな
ど、目先のものにとらわれがちになりますが、こうした教
育課程の背景にある趣旨に立ち戻ってもう一度目先にあ
る課題を見つめ直した時、解決への糸口が見えてくると思
います。
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小学校の事例は、本校のテーマ研究
（言語活動）と重なる部分があり、とても参考になりまし
た。特に、「言語活動で育成する力のイメージ図（Ｐ.12）」
は、捉えやすく分かりやすかったです。このように、具体
的な資料があると大変助かります。

◎各校の取り組みは、地域の特性、児童の実態を踏まえ
ての学校づくりのヒントになるものであり、「では、本校
は？」と考えさせられました。中でも、豊島区立さくら小
学校の実践においては、本校でも、生活のはしばしで感じ
られる、偏った「個人主義」の考え方に一石を投じるものと
して、とても関心が強まりました。
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市立高松小学校におけるＩＣＴ
機器活用のタブレットによる教育について、とても興味深
く読みました。全児童１人に１台のタブレットＰＣを持
たせることはとても大切な事だと思いますが、それを教師
が使いこなせるようにすることが課題だと思います。何
か、もっと古い形の授業も大切な気がしますが、いかがで
しょうか。

◎特集の展望にあった「将来から逆算して考える（バック
キャスト）の思考」が心に残りました。とかく目の前の子
どもの実態に応じた指導・支援にとらわれがちであっ
た自分は、「予測不可能な未来社会を目の前の児童がより
良く生きるために、我々教師が今の環境で出来ること」を
探っています。ヒントとなることが多くあり、ありがたく
思いました。

◎「学校をつくり、動かすチームワーク」が各校の実践報
告のまとめに書かれてあり、「校長の役割」と「ミドルリー
ダーの役割」が明らかにされていることが大変参考になり
ました。この内容を参考にして、本校の教師集団をより活
性化していきたいと思います。

2012 Vol.1 特集「新課程2年目の学校づくり」へのご意見

今回の取材を通じて、テストの得点だけでは測れない「その子どもの良さ」をどのよう
に認めて伸ばすかについて、先生方が多くの工夫を凝らしておられることを学ばせて
いただきました。そして、そのような学習評価を行うために、保護者の方や先生ご自
身が形成されてきた評価観を少しずつ変えていく必要があるのかもしれないとも感じまし
た。多忙な現場において継続的な取り組みが難しいといわれる学習評価ですが、本
特集に取り組みのヒントがあれば幸いです。（杉田）
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』小学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。

ＶＩＥＷ21編集部
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3391

子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から
変わらず貫き続けている思いです。

日本の学校教育は先生方の「熱意」が支えている。
だからこそ、我々も全力で

先生方に役立つ情報を発信することにこだわりたい。
『VIEW21』は、これからも

全国の先生方と共に子どもたちの未来を見つめ、
今と未来を結ぶ教育を提案していきます。

未来を生きる

『VIEW21』編集部

ベネッセコーポレーションでは、震災や事故などによりご両親を亡くされた日本全国のお
子さまに、無償で教材をお届けする「ベネッセ　通信教育奨学制度」を２０１１年に新
設いたしました。お子さまの高校卒業までの家庭学習を、〈ベネッセの通信教育サービス〉
が全面的に支援してまいります。貴校や周囲にご両親を亡くされたお子さまがいらっしゃ
いましたら、本制度をお知らせいただけますと幸いです。

のご案内 ◎詳しいご案内は下記サイトをご確認ください
http://www.benesse.co.jp/mirai/shogaku/

◎お問い合わせは講座の電話窓口までお願いします
進研ゼミ小学講座　0120-977-377（通話料無料）
＊一部のＩＰ電話からは042-679-8563へおかけください（通話料
がかかります）
＊受付時間10:00 ～ 20:00 （日曜・祝日・年末年始を除く）

ご両親を亡くされた
お子さま対象

読 者 の ペ ー ジ

［長野県／Ｉ小学校／Ｇ・Ｊ］

［熊本県／Ｋ小学校／Ｋ・Ｙ］

［神奈川県／Ｙ小学校／T・Ｍ］

［大阪府／Ｓ小学校／Ｍ・Ｋ］

［愛媛県／Ｋ小学校／N・A］

［徳島県／N小学校／F・Ｔ］
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